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紹

介
荒
木
浩
著『
説
話
集
の
構
想
と
意
匠

今
昔
物
語
集
の
成
立
と
前
後
』

中

川

真

弓

本
書
は
、
荒
木
浩
氏
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
中
か
ら
特
に
説
話
集
に
関
す

る
論
考
を
厳
選
し
、
全
面
的
に
増
補
・
補
訂
し
た
上
で
、
数
編
の
新
稿
を
加

え
て
集
成
さ
れ
た
、
七
〇
〇
頁
を
超
え
る
大
著
で
あ
る
。
各
章
は
、
以
下
の

よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

第
一
章
「〈
今
は
昔
〉
の
説
話
集
」
に
は
、
第
一
節
「〈
今
は
昔
〉
の
文
学

史
―
起
源
と
再
生
―
」、
第
二
節
「〈
今
は
昔
〉
の
意
味
論
―
宇
治
大
納
言
物

語
の
周
辺
―
」、
第
三
節
「
源
隆
国
に
お
け
る
安
養
集
と
宇
治
大
納
言
物
語

の
位
相
―
南
泉
房
と
延
久
三
年
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
第
四
節
「
宇
治
大
納
言

物
語
享
受
史
上
の
分
岐
―
顕
昭
所
引
の
佚
文
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
収
め
る
。

本
章
で
は
、
物
語
の
祖
と
さ
れ
る
『
竹
取
物
語
』
が
生
み
出
し
た
「
今
は

昔
」
の
冒
頭
語
を
め
ぐ
り
、
一
つ
の
大
き
な
文
学
史
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

「
今
は
昔
」
と
い
う
起
筆
は
、『
源
氏
物
語
』
の
登
場
と
そ
の
文
学
的
達
成
に

よ
っ
て
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
が
、
平
安
後
期
以
降
の
「
説
話
集
」
の
時
代

に
、
新
た
な
意
味
を
も
っ
て
再
生
す
る
。
こ
こ
で
焦
点
を
当
て
ら
れ
る
の
が
、

現
在
は
散
逸
し
、
各
作
品
に
多
く
の
痕
跡
を
残
す
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
で

あ
る
。
著
者
は
作
品
群
を
ひ
と
ま
と
め
に
論
じ
る
の
で
は
な
く
、
問
題
を
丹

念
に
区
切
り
、
考
察
を
加
え
て
い
く
。
本
章
で
論
じ
ら
れ
る
、
源
隆
国
が
著

し
た
二
つ
の
書
物
、『
安
養
集
』
と
「
宇
治
大
納
言
物
語
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、

同
時
代
の
勧
学
会
の
存
在
を
背
景
に
置
い
た
と
き
、
両
書
が
鏡
合
わ
せ
の
よ

う
な
対
照
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

第
二
章
「
今
昔
物
語
集
の
構
想
と
意
匠
」
に
は
、
第
一
節
「
阿
難
結
集
説

話
と
〈
如
是
我
聞
〉
の
構
造
―
今
昔
物
語
集
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
―
（
上
）」、

第
二
節
「
説
話
集
と
物
語
と
―
今
昔
物
語
集
の
形
式
を
め
ぐ
っ
て
―
（
下
）」、

第
三
節
「
廃
墟
の
表
徴
―
今
昔
物
語
集
の
意
匠
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
第
四
節

「〈
表
題
〉
か
ら
見
え
る
も
の
―
鈴
鹿
本
今
昔
物
語
集
か
ら
―
」、
第
五
節

「
三
宝
感
応
要
略
録
の
出
現
と
震
旦
仏
法
史
の
劃
期
」
を
収
め
る
。『
今
昔
物

語
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
説
話
集
は
、
先
蹤
と
な
る
作
品
の
記
述
を
前
提
と

し
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
書
物
が
、
そ
の
成
立
以
前
か
ら
存
在

す
る
文
献
記
事
を
い
か
に
取
り
込
み
、
あ
る
い
は
ま
た
、
敢
え
て
採
ら
な

か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
、
文
学
史
的
な
視
点
で
解
明
し
て
い
く
。
特
に
こ

の
、『
今
昔
』
が
自
ら
の
構
想
の
た
め
に
取
捨
選
択
を
お
こ
な
う
こ
と
に
関

し
て
、
著
者
が
広
い
視
野
の
も
と
緻
密
な
考
察
を
重
ね
て
い
く
過
程
は
圧
巻

で
あ
る
。

第
三
章
「
今
昔
物
語
集
本
朝
部
の
構
想
と
世
界
」
に
は
、
第
一
節
「
三
宝

絵
か
ら
今
昔
物
語
集
へ
―
三
国
仏
法
史
観
と
説
話
文
学
史
の
視
界
―
」、
第

二
節
「
仏
法
初
伝
と
太
子
伝
―
本
朝
仏
法
部
の
始
発
を
め
ぐ
っ
て
―
」、
第

三
節
「
聖
徳
太
子
伝
か
ら
国
史
へ
―
今
昔
物
語
集
本
朝
部
と
い
う
構
想
―
」、

第
四
節
「
今
昔
物
語
集
本
朝
部
の
構
想
―
巻
二
十
五
「
兵
」
譚
の
成
立
と

「
今
」
を
め
ぐ
っ
て
―
」
を
収
め
る
。
前
章
に
続
い
て
『
今
昔
』
を
主
な
対

象
と
す
る
本
章
で
は
、
本
朝
部
に
お
け
る
仏
教
初
伝
の
記
載
の
欠
落
と
、
震

旦
部
に
お
け
る
記
述
と
の
対
置
関
係
に
、『
今
昔
』
の
自
覚
的
な
意
図
を
読

み
取
る
。『
今
昔
』
が
、
ど
の
よ
う
に
日
本
の
歴
史
を
位
置
づ
け
よ
う
と
し
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た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
世
界
観
を
描
こ
う
と
し
た
の
か
。
著
者
に
よ

る
周
密
な
読
解
が
施
さ
れ
る
な
か
で
、『
今
昔
』
に
は
「
世
界
史
的
視
野
の

文
化
史
の
中
で
、
確
実
に
一
つ
の
文
学
史
が
、
自
覚
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
」

（
三
二
六
頁
）
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。

第
四
章
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
意
匠
と
世
界
」
に
は
、
第
一
節
「
異
国
へ
渡

る
人
び
と
―
宇
治
拾
遺
物
語
論
序
説
―
」、
第
二
節
「
宇
治
拾
遺
物
語
の
時

間
」、
第
三
節
「
ひ
ら
か
れ
る
〈
と
き
〉
の
物
語
―
宇
治
拾
遺
物
語
の
中
へ

―
」、
第
四
節
「
地
蔵
か
ら
観
音
へ
―
宇
治
拾
遺
物
語
の
中
世
―
」、
第
五
節

「〈
次
第
不
同
〉
の
物
語
―
宇
治
拾
遺
物
語
の
世
界
―
」、
付
節
「〈
な
る
べ

し
〉
と
い
う
表
現
の
こ
と
―
〈
自
記
〉
と
〈
他
記
〉
と
の
あ
わ
い
―
」
を
収

め
る
。
本
章
で
は
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
冒
頭
に

「
抄
出
之
次
第
不
同
也
」
と
付
記
さ
れ
、
一
見
雑
纂
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
こ
の
作
品
は
、
連
続
す
る
各
話
が
「
連
想
」
に
よ
っ
て
繋
が
れ
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
単
に
連
続
す
る
要
素
を
見
出
そ
う
と
す

る
こ
と
に
と
ど
ま
る
研
究
動
向
に
対
し
て
、
著
者
は
鋭
く
警
告
を
与
え
る
。

本
章
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、「
読
む
」
と
い
う
行
為
、
そ
し
て
「
読
者
」
の

存
在
が
意
識
さ
れ
て
書
か
れ
た
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
作
品
世
界
へ
と
、
わ

れ
わ
れ
現
代
の
読
者
も
ま
た
導
か
れ
る
。

終
章
は
、「
宇
治
大
納
言
物
語
の
方
法
と
文
学
史
」
と
題
さ
れ
た
新
稿
で

あ
る
。
本
書
に
よ
り
そ
の
姿
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
「
宇
治
大
納
言
物
語
」

が
改
め
て
文
学
史
上
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

本
書
が
明
ら
か
に
す
る
の
は
、『
今
昔
物
語
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
、「
宇

治
大
納
言
物
語
」
を
享
受
し
た
各
作
品
の
成
り
立
ち
で
あ
り
、
編
者
た
ち
の

文
学
的
営
為
で
あ
る
。
各
説
話
集
が
、
単
に
説
話
を
集
積
す
る
の
で
は
な
く
、

知
的
な
編
集
行
為
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
多

岐
に
渡
る
先
行
研
究
に
対
す
る
深
い
目
配
り
と
、
浩
瀚
な
知
識
、
精
緻
な
分

析
に
よ
っ
て
、
本
書
が
日
本
文
学
研
究
史
上
に
与
え
た
意
義
は
大
き
い
。

著
者
は
、
あ
と
が
き
で
本
書
に
つ
い
て
、「
こ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
私
の
、

現
在
で
あ
り
す
べ
て
で
あ
る
」（
七
一
四
頁
）
と
述
べ
、
自
ら
の
原
点
で
も

あ
る
研
究
を
画
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
本
書
は
著
者
の
研
究
の
一
部
で

し
か
な
い
。
各
節
の
注
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
著
者
の
論
文
を
拾
え
ば
、
そ

の
世
界
が
こ
の
一
冊
で
は
収
ま
り
き
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
今
回
採
ら
れ
な
か
っ
た
論
考
を
含
め
、
今
後
新
た
な
構
想
の
も
と
に
、

新
た
な
著
作
を
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
俟
た
れ
る
。
説
話
文
学
研
究
者
だ
け

で
は
な
く
、
他
の
ジ
ャ
ン
ル
・
時
代
を
研
究
対
象
と
す
る
人
々
に
と
っ
て
も

有
益
な
一
冊
と
な
ろ
う
。

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
七
六
八
頁
、
一
二
，
六
〇
〇
円
）

（
な
か
が
わ
・
ま
ゆ
み

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
）
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